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行政からのお知らせ２まちの話題今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１2― 7

■区長会議が開催されました
■市議会からのお知らせ
■（仮称）鉾田市文化複合施設建設計画
　の凍結について
■小学校再編計画に向けた地区説明会を開催します
■ほこたブランド新たなステージへ　ほか

 8 ― 9 10― 1 2

■鎮魂と復興へ向け、鹿行大橋開通
■都心の消費者にＰＲ、桜まつり出店
■人と自然が調和して生きていくために
■市内4直売所が連携
■防犯は自ら意識して
■バスケ県選抜チームで市内中学生が活躍　ほか

■鉾田市職員採用試験のお知らせ
■市営住宅（ｽｶｲﾀｳﾝ）入居者募集
■高齢者いきいきスポーツ大会参加者募集
■軽自動車税の減免申請について
■有害鳥獣の捕獲を実施します
■不動産公売を実施します　ほか

希 望 を 胸 に ！

元
気
よ
く
返
事
が
で
き
ま
し
た
（
旭
幼
稚
園
）

歓
迎
の
拍
手
で
入
場
（
舟
木
小
）

再
開
の
喜
び
と
と
も
に
入
所
式
（
第
二
保
育
所
）

凛
々
し
い
制
服
姿
（
鉾
田
南
中
）

輝け！未来を創る子どもたち

鉾田うまかっぺフェスタ鉾田うまかっぺフェスタ ’’1212
開催決定！

開催日　10/6・7・8（3日間）

◎鉾田うまかっぺフェスタ ’12
ポスターデザイン募集 ！！

問 市役所産業経済課☎３３～２１１１
（内線）１１６５

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

4
月
3
日
、
鉾
田
第
一
・
第
二
保
育
所
で
そ

れ
ぞ
れ
入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
被
害

か
ら
復
旧
し
た
鉾
田
第
二
保
育
所
で
は
、
新
入

児
童
と
進
級
児
童
計
87
名
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

新
た
な
門
出
を
迎
え
、
新
入
児
童
の
保
護
者
が

温
か
く
見
守
る
な
か
入
所
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
入
生
・
新
入
園
児
の
初
々
し
い
姿
に
感
動

　

と
き
め
き
の
春
、
震
災
復
旧
工
事
が
無
事
完

了
し
た
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
4
月
6
日
、

小
学
校
（
20
校
・
新
入
生
４
１
３
名
）
で
、
同

9
日
に
は
、中
学
校
（
4
校
・
新
入
生
４
３
３
名
）

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
祝
福
と
希

望
に
満
ち
た
喜
び
の
声
が
体
育
館
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。

　

舟
木
小
で
は
、
在
校
生
の
歓
迎
の
拍
手
の
も

と
新
１
年
生
が
入
場
。
宮
下
均
校
長
は
「
先
生

の
話
を
良
く
聞
い
て
、
友
達
と
仲
良
く
し
て
く

だ
さ
い
」
と
や
さ
し
く
伝
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
市
内
全
て
の
新
１
年
生
に
安
心
し

て
通
学
で
き
る
よ
う
に
と
、
Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
・

Ｊ
Ａ
茨
城
旭
村
か
ら
黄
色
い
帽
子
が
、
㈱
常
陽

銀
行
か
ら
は
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
10
日
、
市
内
の
幼
稚
園
（
新
入

園
児
１
６
０
名
）
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旭
幼
稚
園
で
は
、
先
生
が
新
入
園
児
名
を
呼

び
か
け
る
と
、「
は
い
」
と
大
き
な
声
で
答
え
る

元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

6
月
5
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

3
階　

市
議
会
議
場

　
　

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
議
会
事
務
局　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

（
内
線
）
１
３
１
１

鉾田市区長会役員（敬称略）

平成24年度　区長名簿（敬称略）

会長 平沼政義
副会長 額賀元康
〃 飯塚經廣
監事 長峯　薫
〃 白田庫夫
〃 小野敏夫
幹事 関根源三

幹事 中根忠良
〃 入江道男
〃 木村和利
〃 秋山　林
〃 白井忠夫
〃 髙野和夫
〃 平沼義和

幹事 井川信義
〃 黒田一次
〃 井川淳市
〃 小島　泱
会計 椎木健一郎
〃 鬼澤　健

【鉾田支部】
桜本 田島隆勝
七軒町 中村啓次郎
新鉾田 小沼　洋
横町 箕輪好洋
古宿 永長和廣
新町 舟橋昭三
旭町 大和岑生
御城 吉見賴能
仲須 大和田勝雄
西町 井坂正三
本橋町 髙野德一
上宿 黒田一次
昭和町 中城惠一
本町 大山勝之
塔ヶ崎 長峯　薫
西台 額賀昭治
安房南 谷田川秋男
安房北 方波見邦夫
安房高野 菊谷　博
靭負 白井忠夫
上諏訪 平沼義和
柏熊 山口喜一
高田 小室善孝
串挽上 小沼洋之助
串挽下 伊東　良
堀の内 山﨑岩雄
野友 大場　忠
半原 秋山　林
西半原 浜田洋一
借宿新田 中田信雄
粟野 粟野嘉彦
借宿 二重作茂兵衛
須賀 鬼沢市平
青柳 小島　泱
郡境 芝田　要
烟田 塙　衞
玄生 友部政德
小高根 井川信義
宮内 中村　守
安塚 田口博基
田中 池田訓史
青山 飯渕輝夫
大竹 髙柳正和
美原 和田光敏
岡堀米 飯塚政雄
下荒地 飯塚經廣

白塚 塙　正義
紅葉 木村和利
大川 井川淳市
菅野谷 細谷勇一
大和田 井川　勲
上冨田 冨田榮作
藤沼 長谷川満
下冨田 井川英綋
鳥栖本郷 小島　新
鳥栖新田 鬼澤　榮
新里 増子信利
寄居 中根康雄
当間 長峯　靖
坂戸 木村　徹
飯名 髙野和夫
秋山 宇佐見常男
駒木根 鬼澤　健
徳宿新田 大津博史
徳宿本郷 小山　久
東野 村田次夫
南野 松本一男
石八戸 石﨑博一
額相 小池　明
大戸 冨田昌一
舟木 今泉和介
【旭支部】
上釜 関根源三
沢尻 大津俊之
荒地 米川　武
箕輪東 栗原久彌
箕輪西 白田庫夫
下太田 亀山武雄
上太田 豊田　正
田崎 中野日出男
和岡 富田省三
大神 小沼正義
下鹿田 橋本勝徳
上鹿田 入江道男
大沼 髙田賢太郎
飯田 佐々木晴美
造谷第一 曽我部尚親
造谷第二 栗橋政儀
造谷第三 矢澤冨一
三和 佐藤義徳
子生 皆藤英夫
子生第二 小松崎悟

玉田 冨岡一夫
野田 酒井宗衛
常磐第一 石橋正二
常磐第二 笹目保雄
勝下新田 田山光政
冷水 石田　潔
西勝下 谷田川勝喜
勝下 遠藤正治
樅山 川﨑慶三
滝浜新田 三上　実
滝浜 鬼沢一夫
柏熊新田 平沼政義
湯坪 石﨑　明
【大洋支部】
札 倉川陽好
江川 小森喜幸
中居 風間　守
上幡木 額賀政志
下沢 小沼宗二
堺釜 柴田　孝
京知釜 小見孝二
飯島 川部谷保
高釜 髙橋　操
田子沼 小野敏夫
組塚 菅谷與志雄
荒地 菅谷幸夫
上沢 菅谷健一
大蔵 和泉　慶
田塚 額賀元康
阿玉 藤﨑秀夫
梶山 高野武夫
二重作 中根忠良
台浜第一 小沼淳一
台浜第二 永井　司
台浜西部 小沼美喜雄
濁沢 飯島戰勝
汲上上宿 田中次男
汲上下宿 椎木健一郎
椎之内 大山　清
別所釜 飯島健一
町山 高野久夫
武与釜 大渕利幸
吾妻原 高橋吾喜夫
青山小角台 水上　茂

平成
24
年度

　

４
月
27
日
、
鉾
田
市
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
区
長
を
退
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
鬼
沢
保
平
市
長
か
ら
平
成
24
年
度
の
市
予
算
と
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
財
政
健
全
化
へ
の
理
解
と
市
政
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し

た
。
区
長
会
議
の
後
、
鉾
田
市
区
長
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
24
年
度
事
業
計

画
と
新
役
員
に
つ
い
て
の
承
認
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

☎
０
５
７
０
〜
０
９
０
１
１
０

市
役
所　

総
務
課
秘
書
室

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
１
２

春
の
特
設
行
政
相
談

　
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
ご
要
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
鉾
田
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
3
名
の
行

政
相
談
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
5
月
は
、
毎
月
の
定

例
行
政
相
談
の
ほ
か
、
特
設
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　
ご
相
談
は
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
】

●
5
月
9
日
（
水
）
鉾
田
中
央
公
民
館
　
　
1
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
17
時
〜
19
時

●
5
月
10
日
（
木
）
旭
学
習
等
供
用
施
設
　
研
修
室
2

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
5
月
15
日
（
火
）
大
洋
保
健
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
定
例
行
政
相
談
】

●
日
時
：
毎
月
第
2
水
曜
日
17
時
〜
19
時

●
場
所
：
鉾
田
中
央
公
民
館
　
1
階
会
議
室

問
問

　
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民
に
対
す

る
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
議
会
に
対
し
て

の
ご
意
見
等
を
直
接
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
：
5
月
20
日
（
日
）
19
時
か
ら
21
時

場
所
：
大
洋
公
民
館 

2
階 

研
修
室

日
時
：
5
月
13
日
（
日
）
19
時
か
ら
21
時

場
所
：
旭
地
区
学
習
等
供
用
施
設 

2
階 

集
会
室

日
時
：
5
月
6
日
（
日
）
19
時
か
ら
21
時

場
所
：
鉾
田
中
央
公
民
館 

2
階 

集
会
室

議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
第
2
回
鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

退職区長へ感謝状贈呈
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市
役
所　

社
会
福
祉
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 （
内
線
）
１
５
６
６

災
害
救
護
体
制
強
化
の
た
め
に　

　
　
　
　
　

〜
赤
十
字
救
護
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
〜

問

5
月
は
赤
十
字

運
動
月
間
で
す

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
お
知
ら
せ

目　

的

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下
回
っ
て
い
る
作
物

を
対
象
に
、
そ
の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

経
営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
り
、
食
料
自
給

率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
を
維
持
し
ま
す

①
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

　

販
売
目
的
で
対
象
作
物
を
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
に
対
し
交
付

【
交
付
単
価
】対

象
作
物

単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

３
万
５
０
０
０
円

新
規
需
要
米
（
米
粉
用
米
、
飼
料

用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
）

※
新
規
需
要
米
取
組
計
画
書
の
認

定
が
必
要
で
す

８
万
円
（
市
補
助
金

１
万
５
０
０
０
円
上
乗

せ
あ
り
）

そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

２
万
円

そ
の
他
作
物
（
野
菜
、
果
樹
、
花

き
、
景
観
形
成
作
物
な
ど
）

茨
城
県
に
よ
り
単
価
設
定

※
Ｈ
23
参
考

野
菜
全
般（
メ
ロ
ン
等
）

８
千
円
／
10
ａ

②
米
の
所
得
補
償
交
付
金
・
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金

③
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

　

対
象
作
物
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
を
行
っ
た

販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
対
し
て
交
付

【
数
量
払
】対

象
作
物

交
付
金
額

　

小
麦

６
３
６
０
円
／
60
㎏

　

二
条
大
麦

５
３
３
０
円
／
50
㎏

　

は
だ
か
麦

７
６
２
０
円
／
60
㎏

　

大
豆

１
万
１
３
１
０
円
／
60
㎏

　

そ
ば

１
万
５
２
０
０
円
／
45
㎏

　

な
た
ね

８
４
７
０
円
／
60
㎏

　

交
付
対
象
者
は
、
米
の
「
生
産
数
量
目
標
」
に
即
し
た
生

産
（
生
産
調
整
）
を
行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
う
ち
、

水
稲
共
済
加
入
者
（
た
だ
し
、
当
然
加
入
面
積
（
25
ａ
）
未

満
の
場
合
は
、
平
成
23
年
度
の
出
荷
・
販
売
実
績
の
あ
る
方
）

　

交
付
対
象
面
積
は
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
自
家
消

費
米
相
当
分
と
し
て
一
律
10
ａ
を
差
し
引
い
た
面
積

【
営
農
継
続
払
】

関
東
農
政
局
水
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
〜
２
２
１
〜
２
１
８
６

鉾
田
市
農
業
再
生
協
議
会　

☎
３
６
〜
０
５
３
０

市
役
所
産
業
経
済
課　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
７
）

問

申
請
期
限

７
月
２
日

【
米
の
所
得
補
償
交
付
金
】

　

１
万
５
千
円
／
10
ａ

【
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
】

　

24
年
度
の
販
売
価
格
が
、
過
去
3
年
の
販
売
価
格
を
下

回
っ
た
場
合
に
そ
の
差
額
を
基
に
算
定

　

前
年
産
の
生
産
面
積
に
基
づ
き
交
付

　

２
万
円
／
10
ａ

※ 

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、播
種
前
契
約
ま
た
は
出
荷
・

販
売
契
約
の
締
結
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
10
月
に
旭
村
・
鉾
田
町
・
大
洋
村
が
合
併
し
、

鉾
田
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
合
併
に
あ
た
り
、
新
市

と
し
て
の
速
や
か
な
一
体
化
を
推
進
し
、
均
衡
あ
る
発
展

と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
新
市
建
設
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
文
化
複
合
施
設
の
建
設
は
教
育
・
文
化
等
の

整
備
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
市
は
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
の
下
、
実
際
に
利
用
す
る
住
民
の
意
見
を
多

く
取
り
入
れ
よ
う
と
、
基
本
構
想
の
段
階
か
ら
住
民
と
一

緒
に
な
っ
て
、
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
に
「
文
化
複
合
施
設
基
本
構
想
策
定
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
、
公
募
で
参
加
し
て
頂
い
た
22
名
の

住
民
で
構
成
し
、
小
学
校
20
学
区
ご
と
に
住
民
説
明
会
の

開
催
・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
小
中
学
生
の
作
文
募
集

な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、
平
成
19
年
12
月
に
住
民
の
意
向

を
踏
ま
え
た
基
本
構
想
中
間
報
告
及
び
提
言
を
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
〜
23
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
お
い
て
も
、

公
募
で
参
加
し
て
頂
い
た
14
名
の
住
民
で
構
成
し
た
「
文

化
複
合
施
設
市
民
検
討
会
議
」
に
て
、
十
分
に
議
論
を
重

ね
て
頂
き
、
文
化
ホ
ー
ル
機
能
、
多
様
な
活
動
・
交
流
施

設
機
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

非
常
時
や
災
害
時
に
拠
点
と
な
る
施
設
、
防
災
・
救
援
機

能
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
さ
ら
に
、
市
民
活
動
や
文
化
活

動
の
活
性
化
を
促
し
、
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の

場
を
増
や
す
こ
と
で
、
復
興
と
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
の
計
画
を
住
民
に
説
明

し
、
建
設
の
理
解
を
得
る
た
め
の
市
民
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
3
月
に
開
催
さ
れ
た

鉾
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
文
化
複
合
施
設
建
設

計
画
の
凍
結
を
求
め
る
決
議
」
が
議
員
提
案
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
こ
の
議
会
の
決
議
を
重
く
受
け
止
め
、
文
化
複
合

施
設
建
設
計
画
を
当
分
の
間
凍
結
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所　

企
画
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
内
線
）
１
３
０
２

問

（
仮
称
）
鉾
田
市
文
化
複
合
施
設

建
設
計
画
の
凍
結
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
で
は
、
救
護
体
制
の
強
化
を
目

的
に
昭
和
46
年
か
ら
毎
年
、
県
内
の
日
赤
地
区
分
区
（
市
町
村

の
福
祉
課
な
ど
）
に
対
し
赤
十
字
救
援
車
を
配
備
し
、
こ
れ
ま

で
に
６
２
７
台
を
配
備
、
現
在
で
も
約
２
０
０
台
が
稼
働
し
、

昨
年
の
大
震
災
に
お
い
て
も
被
災
者
救
護
の
た
め
物
資
の
搬
送

や
情
報
収
集
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
鉾
田
市
を
含
め
8
つ
の
市
・
村
に
配
備
さ
れ
、

災
害
時
の
救
援
物
資
の
配
布
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
赤

十
字
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
他
福
祉
活
動
な
ど
で
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動

は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
く
活
動
資
金
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平成 23年度の実績

社資名
鉾田市

（実績額）
内　　訳

旭地区 鉾田地区 大洋地区

一般社資 4,866,604 1,071,000 2,822,524 973,080

特別社資 658,000 108,000 415,000 135,000

社資合計 5,524,604 1,179,000 3,237,524 1,108,080

（単位：円）

ご協力に感謝申し上げます
  ありがとうございました

平成 23 年度社資実績額

　皆さまのご協力により、平成 23 年度にお
いては下記のような実績を上げることができ
ました。
　集められた社資により、住宅火災等の被災
者への災害救援物資（布団、毛布、ブルーシー
ト、日用品セット等）の配布、市内青少年赤十
字加盟校への助成等を行うことができました。
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農繁期の「空き巣」
　　　　にご注意

鉾田警察署　☎ 34-0110
緊急通報　　110 番

！！

不在農家付近を徘徊する不審者
を見かけた時は、警察に通報を！

　これからの時期、農作業中に不在となる母屋か
ら金品が盗まれる「空き巣」などの多発が予想さ
れます。

農作業中
の

母屋がド
ロボー

の標的に
されて

います

市
役
所
下
水
道
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
６
２

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

問

　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
ま
し
て
、
次
の
通
り
使
用

料
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
鉾
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
】

区　

分

使
用
料
（
月
額
）

適
用
範
囲

基
本
料
金

人
数
割
料
金

一
般
用

１
世
帯２

千
円
世
帯
員
１
人

に
つ
き
６
百

円

一
般
世
帯

一
般
営
業
用
１
世
帯３

千
円

世
帯
員
数
に

営
業
に
係
る

換
算
処
理
人

員
を
加
え
た

人
員
１
人
に

つ
き
５
百
円

一
般
用
と
業

務
用
と
に
区

別
し
難
い
世

帯

業
務
用

１
事
業
所

３
千
円
換
算
処
理
人

員
１
人
に
つ

き
５
百
円

事
業
所
、
事
務

所
、
集
会
施
設

等

公
共
用

１
施
設２

千
円
換
算
処
理
人

員
１
人
に
つ

き
２
百
円

幼
稚
園
、
学

校
、
公
民
館
等

上
島
西
部
地
区
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
の
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
上
島
西
部
地
区
（
二
重
作
・
梶
山
・
吾
妻

原
区
）
に
お
き
ま
し
て
上
島
西
部
地
区
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
地

区
の
皆
さ
ま
は
、
速
や
か
に
接
続
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
工
事
に
必
要
な
専
門
知

識
と
技
術
を
持
っ
た
有
資
格
者
の
い
る
市
の
指
定
工
事

店
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

お
願
い

※
開
催
時
間
：
19
時
か
ら
（
受
付
18
時
30
分
か
ら
）

※
学
校
の
行
事
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
再
編
計
画
策
定
に
向
け
た

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

開
　
催
　
日

開
　
催
　
場
　
所

5
月
7
日
（
月
）

舟
木
小
　
　
体
育
館

5
月
8
日
（
火
）

大
和
田
小
　
体
育
館

5
月
9
日
（
水
）

巴
第
一
小
　
体
育
館

5
月
12
日
（
土
）

青
柳
小
　
　
体
育
館

5
月
14
日
（
月
）

徳
宿
小
　
　
体
育
館

5
月
15
日
（
火
）

諏
訪
小
　
　
体
育
館

5
月
21
日
（
月
）

野
友
小
　
　
体
育
館

5
月
22
日
（
火
）

串
挽
小
　
　
体
育
館

5
月
23
日
（
水
）

当
間
小
　
　
体
育
館

5
月
24
日
（
木
）

鉾
田
小
　
　
体
育
館

5
月
26
日
（
土
）

新
宮
小
　
　
体
育
館

5
月
28
日
（
月
）

大
竹
小
　
　
体
育
館

5
月
30
日
（
水
）

白
鳥
東
小
　
体
育
館

5
月
31
日
（
木
）

白
鳥
西
小
　
体
育
館

6
月
1
日
（
金
）

上
島
東
小
　
体
育
館

6
月
2
日
（
土
）

上
島
西
小
　
体
育
館

6
月
4
日
（
月
）

旭
北
小
　
　
体
育
館

6
月
5
日
（
火
）

旭
西
小
　
　
体
育
館

6
月
6
日
（
水
）

旭
南
小
　
　
体
育
館

6
月
7
日
（
木
）

旭
東
小
　
　
体
育
館

　

児
童
生
徒
に
社
会
性
と
生
き
る
力
を
育
み
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
教

育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
各
学
校
の
規
模
は
適
正
に
維
持
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
再
編
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

小
学
校
再
編
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
各
小
学
校
単
位
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎
３
７
〜
４
３
４
０
（
直
通
）

問

　被害に遭わないため、次のことにご注意願います。
　●短い時間でも不在にする母屋にはカギをかけましょう
　●農作業中は、車・バイクのエンジンキーを抜いて身に付けましょう
　●農耕車を畑などに放置しないようにしましょう

平
成
24
年
度
市
職
員
人
事
異
動

（
課
長
級
以
上
）

部
長
級

総
務
部
長　
　

山
田
幸
吉

市
民
部
長　
　

荒
野
信
寿

健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長　
　
　

長
洲
健
男

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　

小
堤　

明

参
事
兼
議
会
事
務
局
事
務

局
長　
　
　

   

小
野
瀬
武
彦

課
長
級

総
務
課
長　
　

横
田　

務

企
画
課
長　
　

山
口
勝
美

市
民
課
長　
　

入
江
雄
司

収
納
課
長　
　

根
本
研
司

生
活
環
境
課
長

　
　
　
　
　
　

白
田
良
孝

社
会
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　

田
山
敏
弘

子
ど
も
家
庭
課
長　
　

　
　
　
　
　
　

石
津
勝
男

学
校
教
育
課
長　
　

　
　
　
　
　
　

新
堀
浩
司

課
長
級

生
涯
学
習
課
長
兼
総
合
公

園
所
長
兼
旭
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
所
長　

田
山
和
彦

総
務
課
秘
書
室
長　
　

　
　
　
　
　
　

小
沼
三
男

生
活
環
境
課
副
参
事　
　

　
　
　
　
　
　

小
沼
富
男

都
市
建
設
課
合
併
道
路
推

進
室
長　
　

海
老
原
尚
也

社
会
福
祉
課
副
参
事
（
社

会
福
祉
法
人
鉾
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
）　　

　
　
　
　
　
　

二
重
作
勝

社
会
福
祉
課
保
護
室
長　

　
　
　
　
　
　

金
沢　

覚

旭
市
民
セ
ン
タ
ー
副
参
事

兼
セ
ン
タ
ー
長
補
佐　
　

　
　
　
　
　
　

斎
藤
嘉
久

鉾
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長　
　
　
　

宮
内
一
成

図
書
館
長　

　
　
　

飯
島
與
治
右
衛
門

写真：上島西部地区農業集落排水処理施設
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ほこたブランド
新たなステージへ発進！

　

市
の
農
産
物
を
中
心
と
す
る
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協
議

会
（
会
長
・
鬼
沢
市
長
）
の
平
成
24
年
度
総
会
と
、

ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
式
が
、
4
月
17
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
今
年
度
事

業
と
し
て
、
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
育
成
及
び
付
加
価
値

向
上
事
業
、
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
、復
興
支
援
事
業
、食
育
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

さ
ら
な
る
発
展
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
式
で
は
、
今
年
度
新
た
に

「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
協
力
事
業
者
」
と
し
て
3
事
業
者

へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
ほ
か
、「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド

認
証
品
」
と
し
て
4
品
目
、「
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

産
品
」
と
し
て
6
品
目
が
登
録
さ
れ
、
新
規
の
推
奨

産
品
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ー
ド
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
推
進
事
業
本
部
事
務
局
か

ら
渋
谷
哲
久
氏
を
招
き
、『
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
取
組
み
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
昨
年
、
農
林
水
産
省

が
取
り
組
む
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン 

ア

ワ
ー
ド
２
０
１
１
で
、
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
振
興
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
振
興
協
議
会
を
通
じ
た
鉾
田
市
産
農
産
物
の
加
工

品
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
が
製
造
・
流
通
・
シ

ス
テ
ム
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
）。

■新規ほこたブランド認証品
①プレミアム紅雫（来福酒造㈱）
②あまエルトマトケチャップ

（ＪＡかしまなだ）
③生クリームスイートポテト

（茨城乳業㈱）
④アールスメロン（特秀）

（ＪＡ茨城旭村）

■新規ほこたブランド推奨品
①とまと羊かん（亀印製菓㈱）②鉾田のメロ
ンさぶれ（亀印製菓㈱）③水戸の石畳（亀印
製菓㈱）④あまエルプレミアムドレッシング
（ＪＡかしまなだ）⑤濃厚焼いもマヨ（ＪＡ
かしまなだ）⑥ポテトタルト（㈱菓子のはし
もと）

　

同
協
議
会
と
協
力
連
携
を
図
り
加

工
品
開
発
に
取
り
組
む
鉾
田
ブ
ラ
ン

ド
開
発
協
力
事
業
者
が
今
ま
で
の
10

社
に
加
え
、
今
年
度
3
社
が
加
わ
り

ま
し
た
。
新
規
協
力
事
業
者
は
次
の

と
お
り
。

①
飯
島
畜
産
㈱
（
鉾
田
市
）

②
木
内
酒
造
合
資
会
社
（
那
珂
市
）

③
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ
㈱
鹿
島
工
場

（
本
社
東
京
／
工
場
鹿
嶋
市
）

①
複
数
の
銘
柄
豚
を
扱
う
畜
産
加
工

会
社
②
世
界
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞

を
獲
得
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
も
行

う
酒
造
会
社
③
食
材
の
特
性
を
引
き

出
す
様
々
な
食
品
加
工
技
術
を
有
す

る
企
業

■
新
規
ほ
こ
た
ブ
ラ
ン
ド

　
開
発
協
力
事
業
者

好評を得た、新
規推奨品の試食

認証式には、TV
局や各新聞社も
詰めかけました

① ② ③

④ ⑤ ⑥

① ②

③ ④
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ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
の
ペ
ッ
ト
、
家
族
同
然
の
ペ
ッ
ト
、
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
の
ペ
ッ
ト
。

鉾
田
市
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
、
犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
飼
い
主
に
と
っ
て
は
大
切
な
存
在
の
ペ
ッ
ト
も
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る

存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
近
所
の
人
が
犬
や
ね
こ
な
ど
が
好
き
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
と
人
が
共
生
し
、
地
域
の
中
で
も
愛
さ
れ
て
い
く
た
め
に
・
・
・
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
気
持
ち
良
く
歩
い
て
い
る
と
、
目
の
前
に
動

物
の
フ
ン
が
・
・
・
。
こ
ん
な
経
験
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ペ
ッ
ト
と
散
歩
し
て
う
ち
の
家
の
前

で
必
ず
ペ
ッ
ト
に
排
泄
を
さ
せ
て
い
く
」「
ペ
ッ
ト
を
散
歩
に
連
れ

て
い
る
の
に
、
フ
ン
を
処
理
す
る
袋
も
な
に
も
持
た
な
い
人
が
い
る

の
に
は
驚
い
た
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト

は
人
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
く
て
も
、
残
念
な
が
ら
自
分
で
フ
ン
を

拾
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」「
面
倒
く

さ
い
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
ペ
ッ
ト

の
フ
ン
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

『
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
責
任
を
も
っ

て
始
末
を
す
る
』
こ
れ
は
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
ペ
ッ
ト
は
大
丈
夫
？

■
フ
ン
の
始
末

　

犬
を
散
歩
に
連
れ
出
し
た
時
も
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
は
必
ず
使
い

ま
し
ょ
う
。「
家
の
犬
は
賢
い
か
ら
必
ず
帰
っ
て
く
る
」
と
思
っ
て

大
切
な
犬
を
放
す
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
、
迷
い
犬
に

な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
悲
し
い
結
末
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
飼
い
犬
は
県
条
例
で
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
大
型
の
犬
（
特
定
犬
）
は
丈
夫
な
「
オ
リ
」
の
な
か

で
飼
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
！

特
定
犬
（
秋
田
犬
、
土
佐
犬
、
紀
州
犬
、
シ
ェ
パ
ー
ド
、
ド
ー

ベ
ル
マ
ン
、
グ
レ
ー
ト
デ
ン
、
セ
ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー･

テ
リ
ア
）
の
８
犬
種
と
体
格

が
基
準
を
こ
え
る
犬
で
す
。

　

な
お
、
ね
こ
は
室
内
で
飼
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務

　

登
録
を
し
て
い
な
い
犬
や
、
新
し
く
飼
い
始
め
た
犬
は
登
録
が
必

要
で
す
。
放
さ
れ
て
い
る
犬
は
捕
獲
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
愛
犬
が

何
ら
か
の
理
由
で
捕
獲
さ
れ
た
場
合
で
も
、
登
録
や
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
き
ち
ん
と
し
て
、
鑑
札
や
注
射
済
票
を
付
け
て
い
れ
ば
、
飼

い
主
の
元
に
連
絡
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
と

飼
い
主
の
判
明
が
難
し
く
、
県
の
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
、

処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
狂
犬
病
」
は
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
で
、
全
て
の
哺
乳
類
に
感

染
し
、
発
病
す
る
と
１
０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
現

在
日
本
で
は
、
犬
な
ど
を
含
め
て
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
狂
犬
病
は
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
依
然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、
日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
一
の
侵
入
に
備
え
た
対
策
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
万
一
狂
犬
病
が
国
内
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
素

早
く
し
っ
か
り
と
発
生
の
拡
大
と
ま
ん
延
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
犬
の
飼
い
主
一
人
ひ
と

り
が
狂
犬
病
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
飼
い
犬
の
登
録
と
予

防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
で
！　

不
妊
・
去
勢
手
術
を

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
を
飼

う
に
は
責
任
や
苦
労
、
そ
し
て
費
用
も
伴
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
運
命

は
飼
い
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は
ペ
ッ
ト
の
一
生
を
面
倒
を
見
る
覚

悟
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
適
切
に
管
理
で
き
る
数
以
上
の
ペ
ッ
ト
を

抱
え
る
と
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
な
ど
、
結
果
的
に
不
幸

を
招
く
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
様
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

飼
い
主
の
責
任
で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ペ
ッ
ト
の
習
性
を
知
る

　

動
物
に
は
そ
の
動
物
特
有
の
習

性
が
あ
り
ま
す
。
動
物
が
ペ
ッ
ト

と
し
て
飼
わ
れ
る
こ
と
で
起
き
る

ト
ラ
ブ
ル
を
少
し
で
も
減
ら
し
、

ペ
ッ
ト
と
人
が
共
生
し
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
の
習
性
を
よ
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

犬
は
怒
る
と
怖
い
よ

　

茨
城
県
内
で
犬
に
咬
ま
れ
る
事

故
が
、
平
成
22
年
に
１
１
２
件
発

生
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
に
は

県
内
で
土
佐
犬
に
咬
ま
れ
て
死
亡

す
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
も
起
き

て
い
ま
す
。

　
咬
み
つ
き
事
故
の
原
因

・ 

放
し
飼
い
や
引
き
綱
を
付
け
な

か
っ
た

・
食
事
中
の
犬
に
手
を
だ
し
た

・ 

出
産
後
や
仔
犬
と
一
緒
の
警
戒

状
態
の
時
に
近
寄
っ
た

・
見
知
ら
ぬ
犬
に
手
を
出
し
た

・ 

大
声
を
出
し
た
り
、
石
を
な
げ

た
り
し
て
い
じ
め
た

・ 

犬
ど
う
し
の
ケ
ン
カ
を
止
め
よ

う
と
し
て
飼
い
犬
を
か
ば
っ
た

　

な
ど

茨城県動物愛護推進員（鉾田市）

勝山亜佐美さん　新
しんぼ
保和枝さん　山本信成さん

ペットを飼う方は
生涯愛情を持つ覚悟を

　ペットを飼うということは、飼い主にも負担が
かかることをよく考えて飼ってください。犬が散
歩中にフンをしたらそのフンは持ち帰る、ブラッ
シングをきちんとして清潔にしてあげる、狂犬
病の予防注射、避妊・去勢手術をきちんとする
など、人に迷惑をかけたりペットを不幸にしない
ためには、飼い主も時間とお金がかかります。し
かし、愛情を持ってきちんと育てればペットはか
けがえのないパートナーとなります。犬もただ甘
やかすのではなく、きちんと躾

しつ
けることが大切で

す。子どもと同じで、一度ですべては覚えられま
せんが、根気よく教えれば必ず飼い主の思いに答
えてくれます。それと、もし飼っている犬が居
なくなってしまったら茨城県動物指導センター
（笠間市☎０２９６～７２～１２００）へすぐに
問い合わせてみてください（同センターホームペー
ジには、収容された犬の写真が掲載されています）。
2、3日で戻ってくると思って待っていると、処分
されてしまう恐れもあるので注意してください。
鉾田市は県内で 1,000 人当たりの犬の登録が 1番
多い市です。マナーもぜひ 1番になりましょう。

6/2 狂犬病の集合注射の際に、動物愛護のＰＲを
行います。お気軽に声をかけてください。
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5/31（木）
鉾田地区

  9：00 ～  9：20 スカイタウン集会所

  9：30 ～  9：50 野友公民館

10：00 ～ 10：20 半原公民館

10：30 ～ 10：50 借宿中央公民館前

11：00 ～ 11：15 宮下消防機庫

11：25 ～ 11：50 瀬古集荷所

13：00 ～ 13：20 鳥栖本郷学習館

13：30 ～ 13：55 新里公民館

14：05 ～ 14：25 下冨田学習館

14：35 ～ 15：00 南野会館

15：10 ～ 15：35 徳宿小前農協倉庫跡地

6/2（土）
旭・鉾田・大洋地区

　8：30 ～ 10：00 旭総合支所庁舎裏車庫前

10：30 ～ 12：00 鉾田市役所本庁舎脇車庫前

13：30 ～ 15：30 大洋総合支所庁舎脇車庫前

5/25（金）
旭地区

　9：00 ～ 　9：20 飯田生活会館

　9：30 ～ 　9：50 大沼消防分団機庫前

10：00 ～ 10：20 下鹿田集落センター

10：30 ～ 10：50 箕輪集落センター

11：00 ～ 11：20 上太田公民館

11：30 ～ 11：50 造谷小橋会館

13：10 ～ 13：30 上釜集落センター

13：40 ～ 14：00 荒地農村集落センター

14：10 ～ 14：30 子生コミュニティセンター

14：40 ～ 15：00 常磐公民館

15：00 ～ 15：35 樅山集落センター

5/29（火）
大洋地区

　8：50 ～ 9：10 天神平粗大ごみ積替え保管場所前

　9：20 ～　9：45 青山小角台集出荷所

　9：55 ～ 10：15 台の浜公民館

10：25 ～ 10：45 濁沢農村集落センター

10：55 ～ 11：20 上島東小学校裏（北側）

11：30 ～ 11：50 武与釜生活改善センター

13：00 ～ 13：25 荒地公民館

13：35 ～ 13：55 田子沼公民館

14：05 ～ 14：30 京知釜公民館

14：40 ～ 15：05 下沢集落センター

15：15 ～ 15：40 飯島公民館

5/30（水）
大洋地区

　9：00 ～ 　9：20 大蔵大洋運動場

　9：30 ～ 　9：50 上幡木農村集落センター

10：00 ～ 10：20 中居白鳥会館

10：30 ～ 10：50 江川農村集落センター

11：00 ～ 11：25 札公民館

11：35 ～ 11：55 阿玉農村集落センター

13：00 ～ 13：15 梶山集落センター

13：25 ～ 13：40 和田生活改善センター

13：50 ～ 14：10 吾妻原生活改善センター

14：20 ～ 14：35 二重作農村集落センター

鉾田地区
14：45 ～ 15：05 高田分団機庫

15：15 ～ 15：35 串挽上公民館

わ
た
し
の
愛
犬
、
家
族
だ
か
ら
守
り
た
い

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
お
住
ま
い
の
近
く
の
会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
集
合
注
射
以
外
に
お
近
く
の
動
物
病
院
で
直
接
受
け
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

登
録
を
し
て
い
な
い
犬
、
新
し
く
飼
い
始
め
た
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
は
登
録
が
必
要

で
す
。

※
飼
い
犬
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
市
役
所
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
日
程

市
役
所　

生
活
環
境
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
３
４

■注射手数料・・・・・3,500円
　（内訳）狂犬病予防注射料        2,950円
　　　　  注射済票交付手数料　    550円
　※未登録犬の場合・・・・・   5,500円

5/28（月）
旭地区

　9：00 ～　9：20 冷水田園都市センター

  9：30 ～ 10：00 勝下農村集落センター

10：10 ～ 10：25 柏熊新田集落センター

鉾田地区
10：35 ～ 10：55 華養院前駐車場

11：05 ～ 11：25 大竹公民館

11：35 ～ 11：55 下荒地地蔵院

13：05 ～ 13：25 美原公民館

13：35 ～ 13：50 玄生公民館

14：00 ～ 14：20 田中コミュニティセンター

14：30 ～ 14：50 安塚コミュニティセンター

15：00 ～ 15：20 西台プール前

6/1（金）
鉾田地区

  8：50 ～  9：05 靭負公民館

  9：15 ～  9：35 上諏訪公民館

   9：45 ～ 10：05 安祥寺前農業研修センター

10：15 ～ 10：35 東野公民館

10：45 ～ 11：05 大戸学習館

11：15 ～ 11：45 舟木学修館

13：00 ～ 13：20 北山公民館

13：30 ～ 13：50 大川学習館

14：00 ～ 14：20 古新田公民館

14：30 ～ 14：45 大和田学習館

14：55 ～ 15：15 上冨田生活改善センター

15：25 ～ 15：40 藤沼公民館

問
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 　3 月 26 日、鉾田市人権推進連絡協議会主催により
市民一人ひとりが人権の尊重の精神を高め、人権を正
しく理解してもらうため、市内 3 ヶ所のスーパー周辺
で、人権啓発街頭キャンペーンが行われました。
　キャンペーンでは、参加者が買い物客へ人権啓発パ
ンフレットなどを配り、人権尊重の意識を高める呼び
かけを行いました。

震
災
に
負
け
な
い
で
！

　
　
　
願
い
を
込
め
植
樹

　ＪＡかしまなだ（三保谷二郎組合長）が整備を進めていた野菜選荷ラ
インの工事が終了し、4 月 23 日、徳宿にある野菜選荷場で竣工式が行わ
れました。三保谷組合長は「昨年は震災と原発事故により、風評被害な
ど大きな被害を受け眠れない夜もありましたが、皆さまの協力のおかげ
で大きな山を乗り越えることができました。新選荷ラインを活用し、こ
の地区の農業を守り、鹿行地区が日本の農業のモデル地区になるよう頑
張っていきたい」とあいさつ。同設備は東日本大震災農業生産対策交付
金を活用、総事業費 7 億 2660 万円。検査ライン、パレット積みロボット、
自動梱包機、個体管理システムなどを導入。農作物の集出荷作業を同時
に４つのレーンで行うことができ、品質管理とトレーサビリティーの充
実も図られているとのこと。竣工式では、選荷ラインの完成を祝うテー
プカットが行われ、設備のデモンストレーションが行われました。

　4 月、鹿島臨海鉄道の涸沼、鹿島旭、徳宿、北浦湖
畔、大洋の各駅敷地内に、震災復興を願い、桜・梅・
ももの３種類の木が植樹されました。鹿島臨海鉄道で
は、市内の新鉾田駅・大洋駅の区間で線路が大きく崩
落するなど甚大な被害に見舞われました。涸沼駅名誉
駅長の長洲みねさんは「震災からの復興を願っていま
す。木も元気に育ってくれれば」と話してくれました。

　3 月 28 日、鉾田市下水道事業審議会より鬼沢市長へ、
鉾田市下水道事業受益者負担金等についての答申書が
提出されました。公共水域の一つ北浦の水質は近年悪
化の傾向にあり、持続可能な社会へ向け水質改善が急
務となっています。そのため、市では生活環境の改善
と併せて公共水域の水質保全を行うことを目的に、公
共下水道の整備を進めています。

鉾
田
市
人
権
啓
発

　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

人
と
自
然
が
調
和
し
て

　
　
生
き
て
い
く
た
め
に

東
関
道
水
戸
線
（
潮
来
〜
鉾
田
）　

　
　      

事
業
の
安
全
を
祈
念

　４月 23 日、串挽地内で、東関道水戸線（潮来～鉾
田）事業の道路幅などを決める幅杭の打設式が行われ
ました。鬼沢保平市長は「地域間の交流増や、地域経
済の発展が期待できる全線開通を 1 日も早くお願いし
たい」などとあいさつ。鬼沢市長、常総国道事務所長、
茨城県高速道路対策室長の 3 人が、工事対象となる土
地に幅杭を打ち込み、事業の安全を祈念しました。

まちの
話題

　4 月 7 日、復興事業のひとつとして東京都港区三田の亀塚公園で開催
された「桜まつり」に、市産地ブランドアップ振興協議会と市内両 JA
が参加し、農産物や加工品の PR 販売を行いました。イベントの出店は、
東日本大震災の際に三田慶南町会から鉾田市へ支援金が届いたことが
きっかけ。会場にはたくさんの買い物客が来場し、2t トラック２台分の
鉾田市産の新鮮な野菜は、大盛況のうちに完売となりました。

都心の消費者に PR、桜まつり出店

日本一の農業モデル地区を目指して

4/24 札 地 区 で 行
われたイベント

　昨年の東日本大震災で橋桁が崩落し、通行止めとなっていた国道 354
号の鹿行大橋の新橋が完成し、4 月 26 日、開通式が行われました。
　式典の初めには、震災で被災した犠牲者へ鎮魂の思いを込めて黙とう
がささげられました。式典終了後には渡り初めが行われ、訪れた市民は

「橋が通行止めとなり不便な生活を余儀なくされていました。新しい橋の
開通は通勤通学などの利便性や、地域の活性化のためにも待ち望んでい
ました」と話してくれました。
　また、開通に先立つ同月 24 日には、震災の犠牲者への鎮魂と震災から
の復興への願いを込めた「鹿行大橋開通記念復興花火」が、新橋北側の
北浦湖上で行われ、最初の花火を打ち上げ後に、震災の犠牲者へ黙とう
をささげ、その後約 2300 発の花火が打ち上げられました。

鎮魂と復興へ向け、鹿行大橋開通

4/26 開通式では大洋中
吹奏楽部も演奏
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第 20 回鉾田山王杯少年野球選手権大会

　小
こむろ

室望
のぞみ

海君（旭中 3 年）が

3 月 28 日～ 30 日に行われた

第 25 回都道府県対抗ジュニア

バスケットボール大会に、茨

城県選抜のメンバーとして出

場。県選抜チームは見事 3 位

と健闘、さらに小室君は優秀

賞に選ばれました。「支えてく

れた人たちのおかげです」と

笑顔を見せてくれました。

県選抜チームで活躍！（旭中バスケ部小室君）

市内４直売所が連携
　3 月 29 日、ファーマーズマー
ケットなだろう（ＪＡかしま
なだ）、サングリーン旭（ＪＡ
茨城旭村）、鹿島灘海浜公園・
海と森の郷「もぎたて市場」（市
健康づくり財団）、さんて旬菜
館が参加し、連携した農産物
や加工品の販売、農産物情報

の発信を目的とした、直売所連絡協議会が設立されました。参加した 4 つ
の直売所は水戸市内の大型店舗で『復興支援マルシェ・うまかっぺフェス
タ）を展開中。4 月 3 日、協議会の設立を記念して 4 つの直売所の関係者
が参加しソフトボール大会を開催、交流を深めました。

復興へ向けて
　3 月 30 日、 鉾 田 二 高 写 真
部が「鉾田商店街ギャラリン
ジャー　みんなでがんばろう
鉾田　東日本大震災 2011・3・
11 の記録」の売上金と募金を
持って市役所を訪れました。

「色々な方の協力で記録集がで
きました。その売上金と募金で

す。ぜひ市の復興に使ってください」と飯島絢子部長。記録集は同写真部
が震災直後から撮った写真と、商店街の人たちからのインタビューを掲載
し 1000 部作成。また、震災から 1 年後の 3 月 10、11 日に開催した「鉾田
商店街ギャラリンジャー 10」でも、写真と記事が展示されました。

災害には負けない
　4 月 22 日、大洋中の前庭で、
鉾田市消防団の各分団長と新
入団員の訓練が行われました。
　新入団員は、規律訓練や消
防ホースなどの取り扱いを消
防署員から手ほどきを受けま
した。また、分団長は分団の
運用訓練などを行いました。

　二重作惣司団長は「災害現場で的確に行動するためには、日頃から訓練
を重ねることが大切です。いざ災害の時には、市民の生命・財産を守るこ
とが使命ですが、自分の安全をしっかり確保した上で消防団の活動を行っ
てください」と分団長・新入団員に呼びかけました。

防犯は自ら意識して

　3月 31 日、鉾田総合公園体

育館で第６回誠道塾杯柔道大

会が開催され、市内外から小

中学生 445 名が参加し、日頃

鍛えた力と技を存分に発揮し

ていました。

第６回誠道塾杯柔道大会 鉾田市サッカー協会設立
　4 月 1 日、鉾田市のサッカー
の普及と向上を目指すことを
目的に鉾田市サッカー協会が
設立されました。加盟チーム
は、13 団体。協会事務局長の
山本雅則さんは「大会などの
企画のほか、鉾田トレセンや
人工芝グランドなど、施設面
の充実に向けた活動もしてい
きたい」と話してくれました。

【大会結果（市内優勝のみ）】（敬称略）
【中２男子 65kg 級】

　優勝　中島敬征（大洋中）
【中２女子 52kg 級】

　優勝　田山美紀（旭中）

　県内外のスポーツ少年団 51

チームによる第 20 回鉾田山

王杯少年野球選手権大会が、4

月 7日から 22 日にかけて市内

野球場で行われました。同大

会には市内から 10 チームが参

加。子どもたちは日頃の練習

の成果を発揮し、元気いっぱ

いプレーしていました。

第６回鉾田市剣道大会
　4 月 22 日、小中学生対象の
第６回鉾田市剣道大会（市体
育協会主催）が鉾田総合公園
体育館で行われました。

【大会結果（市内入賞のみ）】( 敬称略 )
【中学男子団体戦】

　第 2 位  鉾田南中
【中学女子団体戦】

　第 2 位  旭中　第 3 位  大洋中
【小学生高学年個人戦】

　第 2 位  根田  宇 ( 鉾田剣友会 )

スポーツ少年団表彰式

【表彰者一覧】（敬称略）
【本部長賞】新堀裕明 ( 旭サッカー )
【優秀競技者賞】

楠　理久・石田佳奈・石田美奈
方波見睦美・長峰湖雪 ( 鉾田空手 )

【優良団員賞】
山口朝陽 ( 鉾田空手 )
高島敦生 ( 大洋柔道 YAWARA)

　鉾田市スポーツ少年団から、

優秀な成績を収めた指導者・

競技者などが表彰されました。

　春の地域安全運動（4/21 ～
30 日）のキャンペーンが 21
日、市内のスーパーで行われ
ました。鉾田警察署の塙署長
は「茨城は自動車の盗難事件
の発生が人口 1 万人当たり全
国一、県南地区ではトラクター
の盗難も多発しています。被
害に遭わないために、防犯は
自ら意識して危機管理を行っ

てください」などとあいさつ。参加者は鉾田北中吹奏楽部の演奏をバック
に、「防犯は鍵かけ声かけ心がけ」などと買い物客に呼びかけました。
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◎広告サイズ
　1枠   縦  45mm
　 　横 112mm
　2枠　縦  45mm
　 　横 227mm

◎掲載料
　1枠   13,000 円
　2枠   26,000 円

◎ 掲載のお申し込み
は、掲載を希望する
発行月の前々月の
20 日までにお申し
込みください。

★お問い合わせ先★
　　市役所秘書室
　　　　　広報担当
　　☎３３－２１１１

内線１２１２

inviteinvite募集します 募集します

鉾田市高齢者いきいきスポーツ大会
　　　　　　　　　参加者募集
  問     市社会福祉協議会旭支所　　☎ 37-3571
　　 市社会福祉協議会大洋支所　☎ 34-5200

申込締切　5/17 （木）

日　　時　5/29（火）9:00 ～
場　　所　旭スポーツセンター
種　　目　輪投げ・グラウンドゴルフ・クロッケー
参加資格　旭地区在住で 60 歳以上の健康な方
参  加  費　200 円
申  込  先　市社会福祉協議会　旭支所

日　　時　5/30（水）9:00 ～
場　　所　大洋運動場
種　　目　輪投げ・グラウンドゴルフ
参加資格　大洋地区在住で 60歳以上の健康な方
参  加  費　200 円
申  込  先　市社会福祉協議会　大洋支所

「旭地区大会」

「大洋地区大会」

　応募締切　5/18 （金）
募 集 戸 数　　  2 戸（鉾田市串挽 1311）
　　　　　　　（5324 号・5423 号）
申込書の配布先　○市役所都市建設課
　　　　　　　 ○旭市民センター（管理G）
　　　　　　　 ○大洋市民センター（管理G）
抽　選　会　　5/30（水）10：00 ～
場　　　所　　鉾田市役所　2階　大会議室
※入居資格がありますので、申込する方は　
　お問合せください。

市営住宅 ( スカイタウン )入居者募集
 問    市役所都市建設課　☎ 33-2111（内線 1274）

『鹿行手話講座』受講生募集
 問   鹿行手話奉仕員養成委員会　越地　FAX 0299-72-2661
　　                                           　菅谷　☎ 090-3217-3811

　手話によるコミュニケーションの技術・聴
覚障害の関連知識を習得し、手話活動を行い
得る手話奉仕員を養成します。
期　　間　5/12（土）～H25/3　（全 35 回）
　　　　　毎週土曜日　19:00 ～ 21:00
場　　所　神栖市福祉会館（神栖市溝口 1746-1）
　　　　　　　　対  象  者
　　　　　　　　①入門コース
　　　　　　　　　初心者（高校生以上）
　　　　　　　　②基礎コース
　　　　　　　　　入門コース修了者
　　　　　　　　　手話の基礎がある程度
　　　　　　　　　できている方（高校生以上）
内　　容　手話技術・関連知識・体験学習
受  講  料　5,000 円（テキスト代別途）
申込方法　受講当日、申込みください。
　　　　　※事前申込は出来ません。

大募集 !!ボランティア
　　　   をはじめてみませんか？
市社会福祉協議会　  鉾田本所  ☎ 32-5831
旭支所  ☎ 37-3571　大洋支所  ☎ 34-5200

　社協では、ボランティア養成講習会等を
実施しますのでお気軽にお申込みください。

　地域の高齢者の話に心傾けてくれるボラ
ンティアを養成します。
日　　時　6/21（木）・22（金）・29（金）
　　　　　13:30 ～ 16:30
場　　所　市社会福祉協議会　鉾田本所
参  加  費　無　料
申込締切　6/14（木）

　専門的な技術を持ったボランティアを養
成します。
《手話講習会》
　期　　間　6/15（金）～ 12 月（全 15 回）
　　　　　　19:00 ～ 21:00
　場　　所　市社会福祉協議会　鉾田本所
《点字講習会》
　期　　間　7/11（水）～ 11 月（全 10 回）
　　　　　　第 2,4 水曜日　9:30 ～ 11:30
　場　　所　大洋公民館
参  加  費　無　料（テキスト代別途）
申込締切　6/8（金）※日程は受付後送付

「傾聴ボランティア養成講座」

「手話・点字養成講習会」

問

「鉾田市テニス (硬式 ) スクール」
　　　 平成 24 年度生徒募集！
 問    市教育委員会 生涯学習課　☎ 37-4342

申込締切　5/11（金）
　鉾田市では、テニス初心者や初級者の方を
対象に、” たのしみながら” テニスの技術、ルー
ルやマナーを学べる教室を開講いたします。
一緒に汗を流しましょう !!
期　　間　5/18 ～ 6/19 までの毎週火・金曜日
　　　　　全 10 回　※雨天の場合は中止、後日順延
時　　間　19:30 ～ 21:30
場　　所　鉾田総合公園 庭球場　A,B,C コート
定　　員　30 名　※初心者及び初級者が対象
参  加  費　3,000 円　※保険料及び練習球購入費
そ  の  他　ラケット及びシューズは各自でご
　　　　　用意願います。
申込方法　教育委員会生涯学習課、鉾田中央
　　　　　公民館、くぬぎの森スポーツ公園
　　　　　のいずれかの窓口までお越しくだ
　　　　　さい。※定員になり次第、締切

　親子揃って楽しめる体験イベントを開催します。
日　　時　5/3（木）～ 6（日）
　　　　　10:00 ～ 16:00　※入場無料
場　　所　茨城県立児童センターこどもの城
　　　　　大洗町磯浜町 8249-4
内　　容　ウォークラリー、昔遊び（※ 1）、
　　　　　ロールケーキで鯉のぼり作り（※ 2
　　　　　参加料 300 円）、缶バッチ作り
　　　　　（※ 2、参加料 100 円）、軽食コー
　　　　　ナーなど。
　　　　　※ 1は 3日のみ開催。
　　　　　※ 2は 4、5日のみ開催。

こどもふれあい広場 in こどもの城
 県立児童センターこどもの城　☎ 029-266-3044問

母子家庭等自立促進講習会
　「医療事務講座」参加者募集
  問     市福祉事務所　子ども家庭課　☎ 33-2111（内線 1571）

対  象  者　母子家庭の母及び寡婦
　　　　　（以前受講者を除く）
期　　間　6/10（日）～ 11/18（日）
　　　　　10:00～16:00 土/日曜日（全22回）
場　　所　母子福祉センター
　　　　　水戸市八幡町 11-52
定　　員　23 名  ※定員を超えた場合、書類選考
受  講  料　6,000 円（教材費等）
そ  の  他　託児あり（2歳児以上）
　　　　　※無料又は、所得に応じ自己負担有り
申込方法　申込書と一緒に A4原稿用紙に受
　　　　　講したい理由 /参加動機を記載し
　　　　　5/25（金）（消印有効）までに母
　　　　　子福祉センターに申込みください。
　　　　　なお、母子家庭等となりおおむね
　　　　　7年以内で全日程出席でき、今後
　　　　　就労を希望している方を対象とし
　　　　　ます。
申  込  先　申込書等詳しい内容については、
　　　　　子ども家庭課までご連絡ください。

　子育て中の親が子どもと一緒に安心して外
出することができるように、デパート、スー
パーマーケット、駅など不特定多数の方が利
用する施設に、無料で利用する事ができる授
乳室、親子トイレ等を設置、又は設置した授
乳室等を改修する場合に、その整備にかかる
費用の一部を助成し、子育てを支援する環境
作りを推進することを目的とします。
※詳細については、下記ホームページ参照のうえ、
　( 財 ) 子ども未来財団までお問合せください。
http://www.kodomomiraizaidan.or. jp/
junyu/24junyu.html

授乳室等整備助成事業のご案内
 ( 財 ) こども未来財団事業部事業振興課　☎ 03-6402-4823問

　「同じことの繰り返しについイライラしてしま
う」「怒りたくないのに、どうしても声が大きく
なってしまい、あとで自己嫌悪…」認知症の様々
な症状からの行動に困惑したり、対応の仕方に
悩んでいらっしゃることはありませんか。介護
の在り方は人それぞれですが、同じ悩みを抱え
ている人が他にもいるかもしれません。「つどい」
は認知症の人をかかえる介護者同士がお互いに
話し合い、耳を傾けあう場です。一人で悩まずに、
ここであなたの思いを話してみませんか。
日　時　毎月第 2金曜日　13:00 ～ 15:00
場　所　茨城県水戸合同庁舎内会議室
対　象　認知症の方を介護している方

認知症「つどい」のご案内
 公益社団法人 認知症の人と家族の会茨城支部
 ☎ 029-879-0808

問

広報

ほこた

絆
日本一心！

鉾田市民憲章● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環

境をつくります● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝

のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます

●教養を深め、高い文化を培います

● きまりを守り、安心して暮らせるまち

をつくります
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行政からのお知らせ２

まちの話題

今
月
の
内
容

行政からのお知らせ１

2― 7

■小学校再編計画に向けた説明会のお知らせ

■推進店登録大募集！（鉾田市産品PR事業）

■協働のまちづくり推進事業を募集します

■震災被害住宅修繕費用一部助成のお知らせ

■65歳以上の方介護保険料が変わりました

■子宮頚がん０を目指して！　ほか

 8 ― 9

10― 1 2

■卒業・卒園式、涙と感動の旅立ち

■うまかっぺフェスタ in お菓子夢工場

■ほこたブランド、FOODEX JAPANで PR

■人権・同和問題講演会
■尾木ママ講演「共感の力は絶大です！」

■ほこた塾卒塾式　ほか

■農業委員会からのお知らせ
■市民農園利用者募集
■特設人権相談所の開設について

■はかりの定期検査について
■森林の所有者届出制度がスタート

■からだスッキリ教室参加者募集　ほか

★
★ ★

千葉県旭市島根県浜田市

山口県萩市

災 害 応 援協 定
締結

山口県
萩市3/15 締結

島根県浜田市3/16 締結

千葉県
旭市3/22 締結

大
震
災
を
教
訓
に
、
絆
の
力
を
結
集

　
い
つ
ど
ん
な
形
で
起
こ
る
と
も
知
れ

な
い
大
規
模
災
害
。
こ
の
災
害
に
対
す

る
備
え
の
一
つ
が
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
3
月
、
鉾
田
市
で
は
山
口

県
萩
市
、
島
根
県
浜
田
市
、
千
葉
県
旭

市
と
そ
れ
ぞ
れ
の
市
役
所
で
災
害
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
鉾
田
市
に
合
併
前
の
旭
村
が
、
山
口

県
旭
村
（
現
萩
市
）、島
根
県
旭
町
（
現

浜
田
市
）、
千
葉
県
旭
市
な
ど
全
国
の

「
あ
さ
ひ
」
を
名
の
る
市
町
村
と
「
あ

さ
ひ
連
邦
」
を
結
成
。
市
町
村
合
併
に

よ
り
連
邦
は
解
散
し
た
も
の
の
、
昨
年

の
大
震
災
発
生
後
、
物
資
が
不
足
し
て

い
る
時
に
、
萩
市
と
浜
田
市
か
ら
鉾
田

市
へ
と
支
援
物
資
の
非
常
食
や
紙
お
む

つ
な
ど
を
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
受
け
た
支

援
を
機
に
両
市
と
の
新
た
な
交
流
が
生

ま
れ
、
鬼
沢
保
平
市
長
か
ら
萩
市
の

野
村
興こ
う
じ兒

市
長
と
浜
田
市
の
宇
津
徹
男

市
長
に
災
害
応
援
協
定
の
締
結
を
提

案
、今
回
の
協
定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
旭
市
に

対
し
て
も
、
鬼
沢
市
長
か
ら
旭
市
の

明
智
忠
直
市
長
へ
災
害
時
の
相
互
応
援

を
提
案
し
、
協
定
締
結
へ
と
実
が
結
び

ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
、
大
地
震
や
大
津
波
、
原
発

事
故
な
ど
を
想
定
し
、
災
害
発
生
時
に

食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
の
提
供
、

職
員
派
遣
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
の
提
供

の
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
や
就
学

機
会
の
提
供
な
ど
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
で
も
、
鉾
田
市

と
同
時
に
被
災
す
る
可
能
性
の
低
い
遠

隔
地
の
萩
市
・
浜
田
市
。
そ
し
て
、
昨

年
の
大
震
災
を
と
も
に
経
験
し
た
旭

市
。
絆
の
力
に
よ
っ
て
締
結
し
た
協
定

に
よ
り
、
大
災
害
発
生
時
に
も
、
自
治

体
間
で
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
乗
り

越
え
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

広報

ほこた

 「おい
しそー

」「ど
れにし

ようか
な」「

もっと
食べて

いいん
ですか

」

「これ
食べて

みて」
、いつ

もと違
う給食

に子ど
もたち

は大興
奮。

　2月
3 日、

鉾田
給食

セン
ター

管内
の小

学 6
年生

と市
内全

部の

中学
3年生

がバ
イキ
ング
給食
を体
験し
まし
た。
この
バイ
キン
グ

給食
は、
食事
に対
する
知識
を深
め、
健全
な食
生活
を送
る判
断力

を身
につ
ける
こと
が目
的。
普段
は給
食に
でな
いメ
ニュ
ーも
用意

され、
取材
に訪
れた
諏訪
小学
校で
は、6

年生
16 人

がバ
イキ
ング

給食を
楽しみ

ました
。

　「給
食は
大好
きで
す。
この
日を
楽し
みに
して
いま
した
」「も

う

すぐ
卒業
なの
でい
い思
い出
がで
きま
した
」と
児童
たち
、教
室に

はたく
さんの

笑顔が
あふれ

ました
。

　生
涯を
とお
して
健康
でい
きい
きと
過ご
すた
めに
、日
々の
食事

に関
心を
持つ
こと
が大
切と
言わ
れま
す。
なか
でも
子ど
もた
ちの

食生
活は
、心
やか
らだ
の成
長を
形成
する
こと
に大
きな
影響
を及

ぼし
ます
。子
ども
を中
心に
家族
や地
域の
大人
たち
がみ
んな
で食

に関
心を
持つ
こと
が大
切で
はな
いで
しょ
うか
。ま
ずは
家族
で楽

しく食
事、こ

れが基
本では

？

2012（
平成24

年）
月号 v

ol.78
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行政か
らのお

知らせ
２

まちの
話題

今
月
の
内
容

行政か
らのお

知らせ
１

2― 7

■でき
ること

から地
震対策

■イン
ターネ

ットを
安全安

心に利
用する

ために

■こど
も予防

接種週
間です

！

■東日
本大震

災によ
る被災

者の方
へ

■子ど
も手当

、未申請
の方は

期限内
に申請

を！

■高額
な外来

受診を
受ける

皆さま
へ　ほ

か

 8 ―
1 0

11― 1
2

■うま
かっぺ

フェス
タ in 山

新グラ
ンステ

ージ

■鉾田
の苺を

PR　お
いしいイ

チゴを食
べてみて

！

■ほっ
とパー

ク鉾田
、再開

しまし
た！

■親子
で楽し

むミュ
ージカ

ル劇

■商工
会青年

部、保
育所に

渡り廊
下寄贈

■鉾田
市体育

協会表
彰　ほ

か

■鉾田
市美術

展覧会
開催

■おや
き作り

体験参
加者募

集

■特設
人権相

談所の
開設に

ついて

■シル
バー人

材セン
ター入

会案内

■外国
人の方

の登録
制度が

変わり
ます

■各種
採用試

験の案
内　ほ

か

　
みん
なで
楽し
くバ
イキン

グ、おいしいよ！

二
月
三
日
（
金
）

◎バイ
キング

給食の
マナー

栄養の
バラン

スを考
えて！

後の人
のこと

を考え
て、き

れいに

取りま
しょう

。

感謝し
て食べ

よう。

「い
ただ

きま
す」「

ごち
そう

さま
」

「あり
がとう

」を言
いまし

ょう。

残さな
いで食

べよう
。

◎本日
のメニ

ュー

主　食
えび

ピラ
フ、

ミッ
クス

ピザ
、焼

きお
にぎ

り、

焼きそ
ば

主　菜
から

あげ
、エ

ビフ
ライ

、厚
焼き

卵、
豚角

煮、

プチ
オム

レツ
、白

身魚
のマ

ヨネ
ーズ

焼き

副　菜
海藻サ

ラダ、
豚汁、

フレン
チポテ

ト、た
こ焼き

デザー
ト

スト
ロベ

リー
タル

ト、
焼き

プリ
ンタ

ルト
、

ムー
ス大

福、、
かぼ

ちゃ
生ク

リー
ム大

福、

チョ
コレ

ート
ムー

ス、
オレ

ンジ
、い

ちご

義援金
及び茨

城県災
害見舞

金の

申請受
付終了

につい
て

東日本
大震災

に係る
「義援

金・茨
城県災

害見

舞金」の
申請受

付が平
成 24年

3月 30
日（金）

で終了
となり

ます。申
請がお

済みで
ない方

は、

お早め
に申請

願いま
す。

※ 被災
者生活

再建支
援金（

基礎支
援金）

の

申請は
、平成

25年4
月10ま

でとな
ります

。

問 市役
所社会

福祉課
☎ 33-

2111（
内線 1

565）

「これ
おいし

いよ！
」

「どれ
どれ？

」

たくさ
んの笑

顔が

あふれ
ました

！

楽
し
い
給
食
は
い
い
思
い
出
に
！

　
いた
だき
まーす！

　原発事故による山菜への放射性物質の影響が
懸念されることから、野生の山菜を採りに行か
れる皆さまには以下のことをご留意ください。
●国や県から出荷、販売等の自粛を要請して
　いる市町村での山菜の採取は控えてください。
●基準値（100 ﾍﾞｸﾚﾙ /kg）を超える山菜を販
　売しないよう、必ず出荷前に放射性物質の
　自主検査を実施してください。
※県は、定期的に山菜のモニタリング検査を
　実施しています。詳しくは下記アドレスで
　ご確認ください。
　http://www.pref.ibaraki.jp/important2/
　20110311eq/nousanbutsu/

野生の山菜を採取する
　　　　に当たっての留意点
 県農林水産部林政課指導グループ　☎ 029-301-4026問

広報ほこた

有料広告募集！
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農業委員会からのお知らせ
市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

相談日　5/9（水）
　○ふる里見聞館(大洋総合支所敷地内)　9:00 ～ 12:00
　○旭総合支所　　　　　　　13:00 ～ 16:00
内　容　農業委員会に関する各種申請書の受付と審査
　　　　※5月定例総会　5/25（金）

売却
区分 物件の所在 登記

地目
地積
（㎡）

見積
価額

公売
保証金

H24-1 借宿字向畑 1847 番 1 畑 925 400,000 50,000

H24-2 借宿字小川道 2226 番 5 畑 1,717 650,000 70,000

H24-3 梶山字原山 2057 番 畑 4,378 1,750,000 180,000

H24-4 鳥栖字出山 1874 番 5 畑 1,370 390,000 40,000

H24-5 鉾田字広町 2323 番 1 田 1,752 2,420,000 300,000

H24-6 白塚字広山 558 番 1 雑種地 493 1,700,000 170,000

日　　時　8/1（水）受付 9:50 ～
場　　所　鉾田中央公民館　2階集会場
公売に関する資料の配布
　　市役所収納課において、物件の詳細、必要書
　類などを記した冊子「公売広報」を配布してい
　ます。郵送をご希望の方はご連絡ください。
注意事項
　・公売日直前に、滞納税の完納などで中止になる場合
　がありますので、中止の有無をご確認ください。
　・買受人の制限（国税徴収法第 92 条）、公売実施の適
　正化のための措置（国税徴収法第 108 条）等に定める、
　買受人となることができない方は参加できません。
　・市は、物件の引渡の義務を負いません。物件内の
　動産類やごみの撤去、占有者の立ち退きなどは、す
　べて買受人自身で実施していただきます。
　・隣地との境界は買受人と隣地所有者で協議してください。
　・農地の公売参加には市農業委員会の発行する「買
　受適格証明書」の提出が必要です。手続方法は、市
　農業委員会事務局へお問合せください。

対象不動産

不動産公売を実施します
市役所収納課　　　　☎ 33-2111（内線 1173）
市農業委員会事務局　☎ 　同上　 （内線 1252）

問

日　　時　毎月第 3水曜日　13:00 ～ 15:00
　　　　　※H25.3 月のみ 3/13（水）
場　　所　茨城県鉾田保健所
対  象  者　こころの病気や悩みに関する相談
　　　　　を希望する本人または家族等
実  施  者　精神科の専門医師
申込方法　事前予約制

「精神保健福祉相談」開催について
  茨城県鉾田保健所 健康指導課　☎ 33-2158問

　基本的的人権の尊重は日本
国憲法の重要な柱の一つであ
り、すべての人の人権が尊重
される社会が実現されなけれ
ばなりません。
　憲法週間に当たり、身近で
起こる差別や偏見について一
人ひとりが考え、人権尊重の
意識を高め、豊かな人間関係
をつくりましょう。

5 月 1日から 7日までは
　　　　  　『憲法週間』です
  市役所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

　自動車税は毎年 4月 1日現在で自動車を所
有している方に課税されます。納税通知書は、
5月上旬の発送を予定しており、納期限は 5
月 31 日（木）となります。
　お近くの金融機関、コンビニエンスストア
または県税事務所で納期限までに納税してく
ださい。
　また、継続検査用（車検用）の納税証明書は、
車検のときに必要となりますので大切に保管
してください。

自動車税は納期限 (5/31）
　　　　  までに納めましょう
  行方県税事務所 収税課　☎ 0299-72-0482問

期　　間　5/3（祝）～ 5/6（日）
時　　間　9:00 ～ 16:00
場　　所　鉾田市中央公民館

「春の野草展」の開催について
  鉾田市野草クラブ会長 川又千恵子　☎ 36-3103問

日　　時　6/1（金）　10:00 ～ 15:00
場　　所　○鉾田中央公民館
　　　　　○旭学供施設
　　　　　○大洋公民館
内　　容　差別問題、家庭内の
　　　　　問題、金銭貸借、借
　　　　　地借家、近隣間のも
　　　　　めごと等の相談
※相談無料・予約不要ですので、
　気軽にご利用願います。

6月 1日「人権擁護委員の日」に
　『特設人権相談所』を開設します
  市役所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日　　時　5/13（日）
　　　　　開場 12:30 ～
　　　　　開演 13:00 ～
場　　所　大洋公民館大集会室
内　　容　歌、楽器、踊り、劇
　　　　　など舞台を使って発
　　　　　表する子どもの祭典

「ほこたっ子フェスティバル2012」
　　 を開催します！（入場無料）
 ほこたっ子フェスティバル実行委員会　☎ 33-5733問

　4/1 から高速バス「鉾田 ･ 麻生 ･ 佐原～東
京線」について、ダイヤ改正に伴いルート等
について変更がありました。
変更内容
　○「鉾田市役所前」・「新鉾田駅」停留所を新設
　○停留所名称の変更
　　旧 :「牛堀支所前」→新 :「潮来市立図書館前」
　○鉾田・行方市⇔潮来・香取市間のご利用
　　が可能になりました。（割引回数券発売中）
※ダイヤ改正等詳しくは、関鉄ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｽ（株）
　鉾田営業所までお問合せください。

高速バス「鉾田 ･麻生 ･佐原～東京線」
　　　　　　   4/1 ダイヤ改正について
 関鉄グリーンバス（株）鉾田営業所　☎ 33-3181問

　けしの仲間には、法律で栽培が禁止されて
いるものがあります。外観の特徴から、園芸
用のけしと区別ができます。
《簡単なけしの見分け方》

植えては
いけないけし

植えても
よいけし

草　丈 一般に高い
(1m以上になるものが多い )

一般に低い
(1m以下のものが多い )

葉の特徴

・緑が不規則な
　ぎざぎざ
・葉上部の葉は
　茎を抱き込む

・深い切れ込み
　がある
・葉は一般に小
　さめ

毛 毛が少ない
全体が粗い ( 細
かい ) 毛で覆わ
れている

果　実

花が終わると
だ円又は球形
の大きな果実
( 径 3～ 6㎝ )

花が終わると
小さな果実
( 径 1～ 2㎝ )

◆植えてはいけ
　ないけしを見
　かけましたら
　保健所にご連
　絡ください。

植えてはいけないけしと
　植えてもよいけしの見分け方
  茨城県鉾田保健所　☎ 33-2158問　農作物等への被害を防ぐため、銃器を使用

して、カラスの捕獲を行います。
範　　囲　市内全域（鳥獣保護区等を除く）
期　　間　5/20（日）～ 24（木）　5日間
時　　間　日の出から日没
　捕獲作業は、茨城県猟友
会鉾田支部が実施します。
　銃器を使用しますので早
朝より発砲音が聞こえる場
合があります。

有害鳥獣の捕獲を実施します
  市役所産業経済課　☎ 33-2111（内線 1165）問

水道水における放射能濃度の
　測定結果について (3月及び 4月測定分）
鉾田水道事務所　☎ 32-6262問

　鉾田市水道部では、水道水における放射能
濃度の測定を毎月実施しています。
　3 月及び 4 月に実施しました測定の結果、
鉾田市の水道水から放射性物質は検出されて
おりません。また、指標値等について厚生労
働省で検討した結果、4月から下記のとおり
変更になりました。

単位：Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg（ｷﾛｸﾞﾗﾑ）

●検査機関：株式会社江東微生物研究所
●測定値が検出下限値未満の場合は「検出さ
　れず」となります。
●指標値等の変更

採取日 取水場所

測定結果

検　出
下限値

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

Ⅰ - 131 Cs -134 Cs -137

3/19

旭浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

10Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず 検出されず

4/23

旭浄水場 検出されず 検出されず

1Bq/kg西台浄水場 検出されず 検出されず

大洋配水場 検出されず 検出されず

大洋総合支所新庁舎が
　６月４日（月）に開所します
※現在、ふる里見聞館で行っている業務
　については、6月 4日（月）8時 30 分よ
　り新庁舎に変更となります。

 大洋市民センター　☎ 39-3311問

  ○ 3 月までの指標値
対象項目 指標値
放射性ヨウ素
(I-131) 300Bq/kg

放射性セシウム
(Cs-134) 200Bq/kg

放射性セシウム
(Cs-137) 200Bq/kg

  ○ 4 月からの指標値
対象項目 指標値

放射性セシウム
(Cs-134)

合　計
10Bq/kg

放射性セシウム
(Cs-137)

インターネット光回線サービス
　　　　　の拡大ついて（旭地区）
NTT東日本茨城支店　☎ 0120-116116（9:00 ～ 21:00）問

　市では市民の皆さんからの要望がありまし
たインターネット光回線整備について、通信
業者である NTT 東日本へ要望していたとこ
ろ、この度、大洋地区に続き旭地区（全域）
において本年 9月（予定）よりサービスの開
始が決定されました。（4月 17 日報道発表）
※設備状況などによりサービスが利用できな
　い場合がございます。
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健康カレンダー （5/３～6/３まで掲載）

市立図書館休館日5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

休館日

つくば（9：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～23：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00～17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
軽自動車税 全期 納期限

5/31（木）固定資産税 1期

精神保健事業
事業名 場所（時間） 5月

デイケア 鉾　田
（9：30～11：30） 11・18・25・6/1（金）

フリークラブ 大　洋
（9：30～15：00）

7・14・21・28（月）
（事前申込制）

事業名 場所（項目） 5月

育児相談

旭 22（火）

鉾　田 17（木）

大　洋 15（火）

乳児健診 鉾　田 17（木）
（H24.1生）

幼児健康診査 鉾田

1歳半健診 22（火）
（H22.10 生）

2  歳  児
歯科検診

11（金）
（H21.10 生）

3歳児健診 ー

マザークラス 旭 10・31（木）

赤ちゃん教室 旭 10・31（木）
（H23.12・H24.1）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 9・23（水）

鉾　田 10・24（木）

大　洋 18・25・6/1（金）

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　5/9（水）　17：00～19：00
　　　鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

電話番号 5月

ハタミ病院 33-3158 3

鉾 田 病 院 32-3313 4・5・13・27

高 須 病 院 33-2131 6・6/3

北浦整形外科 33-2136 20

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　5/7（月）旭総合支所
　　　6/11（月）鉾田市役所
※時間は8：15～9：15

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HPへアクセスして登録）
 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問 ☎33－3691
☎37－1411
☎39－4866

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 
 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

　4月9日に行われた朝市トークでは、少子化対
策や小学校の統廃合のことが話題となりました。

鉾田市職員採用試験 のお知らせ
　問　  市役所総務課　☎ 33-2111（内線 1222･1223）

受付期間　5/1（火）～ 31（木）（土日、祝日を除く）
採用予定人員　　【一般事務】　若干名
第 1次試験　　7/22（日）場所：茨城大学　　試験種目：筆記試験 ･作文
第 2次試験　　9月予定   場所：鉾田市役所  　試験種目：集団討論 ･面接
受 験 資 格　　　「採用試験案内」（市のHP・総務課で取得可）に記載された
　　　　　　　欠格事項に該当しない者で、S62.4.2 ～ H3.4.1 生まれの学校教
　　　　　　　育法による大学 ( 短期大学を除く ) を卒業した方又はH25.3.31
　　　　　　　までに卒業見込みの方
申 込 方 法　　　所定の受験申込書に必要事項を記入し、
　　　　　　　受付期間中に市役所総務課へ持参又は郵送。
　　　　　　　申込書は、市役所総務課で配布。郵送希望
　　　　　　　の場合は、宛先を明記し 120 円切手を貼っ
　　　　　　　た返信用封筒（角 2 ｻｲｽﾞ）を下記へ郵送。
　　　　　　　〒 311-1592　　鉾田市鉾田 1444-1
　　　　　　　　　　　　　　  鉾田市役所　総務課　人事係
受 付 時 間　　○持参の場合　平日  8:30 ～ 17:15
　　　　　　　○郵送の場合　5/31（木）必着
そ    の    他　　２回目の採用試験は、9/16（日）を予定しています。
　　　　　　　※大学・短大・専修学校・高校の卒業者を対象とします。
　　　　　　　　今回 (7/22 実施）の試験との併願はできません。
　　　　　　　　詳細は回覧、市ホームページなどでお知らせします。

休日診療 （5/３～6/３まで掲載）

心配ごと相談（事前予約制）

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32－5831
☎37－3571
☎34－5200

とき　5/24（木）旭地区学習等供用施設
　　　6/28（木）大洋公民館
※弁護士による無料法律相談
※時間は10：45～15：00
※定員13名になり次第締切

消費生活に関する相談

鉾田市消費生活センター    ☎33－2992問

とき　平日9:00～12:00　13:00～16:30
　　　鉾田市消費生活センター(鉾田市保健センター内）
※契約のトラブル・多重債務問題など

申請期限　5/24（木）
　身体に障害のある方または精神に障害のある方のために使用される軽
自動車等で、一定の要件に該当するものについては、納税義務者等の申
請により軽自動車税を全額免除する制度があります。
減 免 対 象　○身体障害者等の方のために使用する軽自動車等で一定の
　　　　　　　要件を満たすもの。（身体障害者等が18歳以上の場合は
　　　　　　　該当車両が本人名義であること。18歳未満の場合は、生
　　　　　　　計を一にする家族名義等であること）
　　　　　　○構造が専ら身体障害者等の利用に供するために改造され
　　　　　　　た車両。(車検証に「障害者輸送用」等と記載されているもの)
　　　　　　○公益のため直接専用するものと認める車両。
必要な書類　●障害者手帳等（身体障害者手帳・
　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳・療育手
　　　　　　　帳・戦傷病者手帳）
　　　　　　●軽自動車税の納税通知書
　　　　　　●運転する方の免許証
　　　　　　●軽自動車検査証　　　●印鑑
そ    の    他　◇車両の名義や障害の区分によって
　　　　　　　は減免に該当しない場合もあります。
　　　　　　◇普通自動車の減免を受ける方は該当になりません。
申 請 場 所　◆鉾田市役所税務課　　◆旭市民センター税務担当窓口
　　　　　　◆大洋市民センター税務担当窓口

軽自動車税の減免申請 について
　問　  市役所税務課市民税係　☎ 33-2111（内線 1183･1184）


